
 

 
 

 

 

○  聖典を通じて真宗教学の根幹を学習します。 

○  初めて教学を学ぶ人も、安心して受講していただけます。 

○  どなたでもご参加いただけます。 

○ 「新しい生活様式」に向けて、ＷＥＢ受講コースを開設しました 

 

 

「御同朋の社会をめざす運動」大阪教区委員会 

 

 

 

     真 宗 概 論 （全５回） 

～ 浄土真実の教・行・信・証 ～ 



 

１．開講期間  ２０２０（令和２）年１０月～２０２１（令和３）年３月（全５回） 

２．開講時間  １５時～１６時３０分（受付１４時３０分）※第１回目のみ１４時より受付 

３．会  場  本願寺津村別院 ２階 津村ホール 

４．テ ー マ  真宗概論 ～浄土真実の教・行・信・証～ 

５．講  師  内藤 知康 （本願寺派勧学・龍谷大学名誉教授） 

６．受講形態   （１）来場受講型［ 定員５０名（先着） ］ 

        ※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を講じての開催となります。 

         ご参加される方は、手洗いや手指消毒、マスク着用などのご協力をお願

いいたします。 

        ※新型コロナウイルス感染症拡大防止対策から、今回は厳格に定員を設け 

させていただきますこと、予めご了承ください。 

        ◇オプションで希望される方は、Web 配信で再聴講いただけます。 

（注：追加受講料（1,000 円）要） 

（２）Web 配信受講型［ 定員なし ］ 

◇ 配信は、１２月以降を予定しています。（注：当日のライブ配信ではあ 

りません。）配信期間等が確定次第、受講申込者へ E メールにてご案内 

いたします。 

         ◇配信方法は「You Tube」を使用して行いますので、パソコン、タブレ 

         ット、スマートフォンでアクセスください。 

        ◇事前にテスト配信を行う予定です。詳細は、受講申込者へ改めて E メー 

ルにてお知らせいたします。 

７．受 講 料  ５，０００円 

          ◇来場受講者の方は、初回の受付時に徴収いたします。 

          ◇来場受講者の方で、Web 配信も合わせてご希望の方は、追加 1,000 円 

を受付時に徴収させていただきます。 

          ◇Web 配信受講者の方は、申し込みの後、1 回目の配信までに事務局ま 

           で郵送等でお支払いください。 

８．申込方法     〇来場受講型をご希望の方は、予めお電話にて申込受付状況を確認した後、 

所定のお申込み用紙（裏面）に必要事項を記入の上、郵送・ＦＡＸにて 

下記事務局までお申し込みください。 

【申込受付開始日時：９月２日（水）１１時～】 

          また、E メールでお申込の場合は、別記 QR コードを読み取り、「来場 

          受講」と必要事項を入力の上、下記事務局まで送信ください。 

          【締切：定員になり次第】 

           〇Web 配信受講型をご希望の方は、別記 QR コードを読み取り、「Web 

配信受講」と必要事項を入力の上、下記事務局まで送信ください。申込 

確認後、メールにて「受付完了」の返信をいたします。 

後日改めて、メールにて Web 配信のご案内をいたします。そのメール 

に記載している URL からアクセスし受講ください。 

９．お問合せ     「御同朋の社会をめざす運動」大阪教区委員会 教学部【担当：篠（しの）】 

 （申込先）   〒541-0053 大阪市中央区本町 4-1-3 本願寺津村別院内 

大阪教区教務所 教学講座担当 

         ℡：（０６)６２６１－６７９６  Fax：（０６)６２６１－６７３５ 

         E-mail：kyougaku@kitamido.or.jp  



 

【開催日程・概要】  

テーマ『 真宗概論  －浄土真実の教・行・信・証－ 』 

 

 

［ 第１回 ］ 期日：１０月２２日（木）  サブテーマ 「 教 」    

 真実の教は『仏説無量寿経』つまり、『大経』である。真実は方便に対する言

葉であり、真実は随自意つまり仏自身の意に随って説かれた教え、方便は随他

意つまり仏からみて他者である衆生の意に随って説かれた教えとされる。仏の

本意は迷いの中で苦しんでいる衆生に悟りの楽しみを与えることであり、それ

が可能な本願が説かれる『大経』こそが真実の教とされる。 

   

 

［ 第２回 ］ 期日：１１月３０日（月）   サブテーマ「 行信 」 

 行と信とを切り離せないもので、行は本願力、つまり南無阿弥陀仏、信は本願

力に自らの全てをまかせる心である。行と信との関係は、信は行にまかせると

いう信であり、信は南無阿弥陀仏のはたらきによって成立する信（他力の信）

である。念仏も信心も南無阿弥陀仏を本質としているので同じものであり、法

然聖人は念仏で親鸞聖人は信心で救いを示された。 

 

  

⇒つづき裏面参照 

 

              キリトリ線                        

 

２０２０（令和２年）度 第３９期 教学講座 受講申込 

来場受講型 E メール申込用 ・Web 配信受講型 E メール申込用（QRコード） 

※来場受講型で E メールでのお申込みの方、または Web 配信受講型をご希望の方は、 

下記 QR コードを読み取り、受講形態を選択および必要事項を入力の上、事務局まで 

E メールで送信ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［ 第３回 ］ 期日：１２月１４日（月） サブテーマ「 行 」   

 行は、衆生を救う力・はたらきである南無阿弥陀仏であり、それは、仏によっ

て讃め嘆えられ、それを聞かせて衆生を信じさせ、念仏させ、浄土に生まれさ

せるという形ではたらく。教も行も信も証も南無阿弥陀仏の活動態であり、阿

弥陀仏のはたらきそのものである。浄土真宗の救いとは、南無阿弥陀仏一つに

よる救いであり、これが他力の救いである。 

 

 

［ 第４回 ］  期日：２月１９日（金）    サブテーマ「 信 」    

信心は無疑心であり、疑心は自力心である。自力心とは仏道を歩むのに自身の力

を役立たせようとする心であり、自分自身にたよる心である。仏道を歩むのに役

立つものは何一つとして持っていないと阿弥陀仏によって知らさせたものは、自

分にたよる心（自力心）が無くなり、全面的に阿弥陀仏にたよることになる。こ

れが他力の信心である。 

 

 

［ 第５回 ］  期日：３月１２日（金）    サブテーマ「 証 」    

証は、行信の因によって得られる結果であり、それは最高の悟り、つまり仏の悟

りである。それは浄土に生まれることによって得られる。仏とは自ら目覚め、他

を目覚めさせるのに完全な存在であり、他を目覚めさせるためには、目覚めてい

ない者が満ち満ちている迷いの世界、娑婆世界に還ってこないといけない。これ

が還相である。証とは還相をそなえた悟りである。 

 

              キリトリ線                   

 

 

２０２０（令和２年）度 第３９期 教学講座 受講申込書 

来場受講型用（郵送・FAX）  

名
ふり

  前
がな

                (   才)（ 男 ・ 女 ） 

(〒   ―    ) 

住  所                                

電話番号                                

F  A  X                                 

E メール                ＠                 

Web 配信も合わせて希望（ する ・ しない ）【追加受講料（1,000 円）要】 

 


